
 

２．調査方法  

2.1 調査総則  

本調査の実施に際しては、「特記仕様書」によるほか、東京都建設局制定の「設計委託

標準仕様書」および「地盤調査委託標準仕様書」等にしたがった。特記仕様書とこれら標

準仕様書に定めのない事項および疑義のある事項については、担当者と協議して業務を遂

行した。 

 現地調査の実施にあたっては、関係各機関とは十分な打ち合せをおこない、地元住民等第

三者に対する言動には十分注意し、危害や無用の摩擦を生じないように留意し、円滑に調査

を遂行した。 

 

2.2 調査の流れ 

 今回実施した調査の流れ図を図 2.2.1 に示す。 

1.準備工・打合せ 

（計画書作成、 

関係機関打合せ・調整） 

2.現場調査 

リング 

 
図 2.2.1 調査の流れ図 

 

 

6.成果品納品 

5.報告書作成 

4.技術解析業務・設計 

 

去の概略

設

1)資料整理とりまとめ

2)軟弱地盤解析 

3)対策工設計 

4)地下埋設物撤

計  

1）調査ボー

2）標準貫入試験 

3）サンプリング 

4）PS検層 

3.室内土質試験 

 ・物理試験 

 ・力学試験 

 ・動的試験 

実施計画打合せ 

中間打合せ 

解析業務打合

せ 

解析結果等打合せ 

原稿打合せ 

試験等打合せ 

第 1 回 打 合

せ

 4



 

 5

2.3 調査方法 

以下、本業務の調査方法および調査要領を調査流れ図にしたがって述べる。 

2.3.1 準備工・打合せ 

今回実施する調査解析業務全体の打合せをおこない、併せて現地調査に必要となる資料、

資材や機材の準備をおこなった。また、作業計画書を提出した。 

主な項目は次の通りである。 

・調査打合せ（調査内容や地元関係機関との打ち合せ等） 

・作業計画書の作成および提出 

・資材や機材の準備（調査および探査機器や安全施設資材等の準備） 

なお、打合せは、業務着手時、作業計画書提出時、現場作業終了時、中間打合せ、解析業

務時、報告書原案作成時（成果品納入時）およびその他監督員の指示により 5 回以上おこな

い、主任技術者が出席した。 

 

2.3.2 現場調査 

(1)調査ボーリング 

調査ボーリングは、孔径φ66 ㎜～φ116mm 以上で掘削し、標準貫入試験試料の採取をおこ

なうことによって、地層の構成、成層状態、相対的強度特性などを確認することを目的とし

て実施した。また、掘削したボーリング孔を利用して原位置試験（標準貫入試験）や物理検

層（ＰＳ検層）をおこなうことも目的としている。ボーリング機械の仮設状況の概要を図 2.

3.1 に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2.3.1 ボーリング機械の仮設状況（平坦地） 
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図 2.3.2 にロータリーボーリング（スピンドル型）の概要を示す。 

 

 

図 2.3.2 ロータリーボーリング（日本道路公団:土質地質調査要領） 

 

・結果の整理 

ボーリング結果や試料の観察の結果等は、ボーリング柱状図としてまとめ、記載した。 
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なお、柱状図は図2.3.3に示すJACIC様式で作成した。 

また、主な土質柱状図記号を図 2.3.5 に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2.3.3 JACIC 様式の柱状図（一例）

図2.3.4 

 土質柱状図記号
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(2)標準貫入試験 

 標準貫入試験は、ボーリング孔を利用して、土の硬軟、締まり具合等の土の力学的な特

性を把握するためにおこなった。 

 試験器具及び方法は、JIS A 1219 に基づき、重さ 63.5kg のハンマーを 76±1cm の高さ

から自由落下させレイモンドサンプラーを打ち込み、予備打ち 15cm の後、貫入量 10cm 毎

の打撃回数を記録し、累計 30cm 貫入時の総打撃回数（Ｎ値）を測定した。 

 打撃回数は 50 回を上限とし、その場合は測定開始深度と貫入量を記録した。 

 レイモンドサンプラーで採取した試料は、土質、色、硬軟及び地層の変化、含有物の有

無を観察・記録し、標本用試料として標本ビンに入れ土質標本として整理した。 

 試験概略図および試験用具を図 2.3.5 に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2.3.5 

 標準貫入試験概略図 

および試験用具(例) 

（地盤工学会「地盤調査法」）
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(3)サンプリング（乱れの少ない試料採取） 

 調査地に分布する土の力学特性、動的特性、物理特性等、土質工学的性質の把握に必要な

室内土質試験用の試料を採取するためにサンプリングを実施した。サンプリングに用いる固

定ピストン式シンウォールサンプラーはＮ値が3～4以下程度のやわらかい粘性土を対象に

し、Ｎ値が5～8程度の中位の硬さの粘性土の場合にはロータリー二重管式(デニソン式)サン

プラー、Ｎ値8～10以上の硬い粘性土および砂質土に対してはロータリー式三重管サンプラ

ーを用いた。 

 本調査では、土質条件に合わせてこれらのサンプラーを適宜使用した。 

 図2.3.6～図2.3.8に各サンプラーの概要を示す。 

 

図 2.3.6 シンウォールサンプラー（日本道路公団：土質地質調査要領） 
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図2.3.7 ロータリー式二重管サンプラー（日本道路公団：土質地質調査要領） 

  

 

代表的なトリプル（三重管）式サンプラーの例を図 2.3.8 に示す。 
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 今回の乱れの少ない試料の採取は、地盤工学会基準 JGS 1221-2003「固定ピストン式シ

ンウォールサンプラーによる土の乱さない試料の採取方法」、JGS 1222-2003「ロータリー

式二重管サンプラーによる土試料の採取方法」、JGS 1223-2003「ロータリー式三重管サン

プラーによる土試料の採取方法」に従っておこなった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ボーリングロッド

サンプラーヘッド

水抜き孔

サンプリング
チューブヘッド

シュー突出長
調節ねじ

外管（回転）

内管（非回転）

サンプリング
チューブ（塩ビパイプ）

メタルビット

カッティングシュー

図 2.3.8 ロータリー式三重管サンプラー（地盤工学会「地盤調査法」） 
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(4)ＰＳ検層 

ＰＳ検層は、地盤工学会基準 JGS 1122-2003「地盤の弾性波速度検層方法」にしたがって

実施し、孔内起振受振方式（サスペンション法）によっておこなった。 

サスペンション法ＰＳ検層は、ボーリング地点の縦波 (P 波)および横波(S 波)の速度分

布を測定するものであり、浮遊型の発振器と受振器を一連のプローブに組み込み、ポーリ

ング孔内の各深度で区間伝播時間を測定するものである。 

発振にはコイルに電流を流すことにより可動部の鉄芯が水平に動くソレノイド電磁振源

を採用しており、受振には圧着を必要としない漂遊型が用いられている。 

測定した記録波形はデジタル値として収録し、このデータを室内に持ち帰り、S 波と P

波に分けて読み取り作業をおこなった。 

発振器は受振器の下方にフィルターチューブを挟んであり、2 つの受振器の間隔は 1m で

あるので、上方、下方の受振波形を並べて対応する位相の時間を読み取り、1m を両者の時

間差で割ることにより 2 点間の区間伝播速度値が計算できる。 

なお、測定深度としては 1m 間隔の上下 2 つの受振器の中間の深度としているので、算出

される速度値 V p 及び V s は、測定深度の上下 O.5m 間の平均値を意味している。 

ＰＳ検層の概要を図 2.3.9 に示す。 

 

図 2.3.9 ＰＳ検層概要図（孔内起振受振方式：サスペンション法） 

 



 

2.3.3 主要機械器具および設備 

 現場調査に用いた主な資材を表 2.3.1～表 2.3.6 に示す。 

 

(1)調査ボーリング 

表 2.3.1 調査ボーリング使用資材一覧表 

種   類 名    称 性   能 数量

ＴＯＨＯ製Ｄ０－Ｄ 掘削能力100ｍ ２台

ＹＢＭ製ＹＳＯ－1 掘削能力100ｍ ２台

油圧式ロータリー

ボーリング機械 

ＹＢＭ製ＹＢＭ－０５Ｄ 掘削能力50～100ｍ １台

ＴＯＨＯ製ＤＧ－３ 吐出量 30 l/min ２台

カノ製Ｖ－６型 吐出量 40～60 l/min ２台

試錐ポンプ 

ＹＢＭ製ＧＰ－５ 吐出量 30～50 l/min １台

送水ポンプ 鉱研製ＭＧ－１０型 吐出量 50～120 l/min ２台

原動機 ヤンマー製NFD9 最大出力９Ｐｓ ４台

掘削用具 ロッド，ケーシング，メタルクラ

ウン，ダイヤモンドビット他 

 φ66，φ86，φ116mm 
一式

コアチューブ シングルコアチューブ φ66～126mm 一式

その他 スイベル，給水ホース，ベントナイト，櫓，工具類など 一式

 

(2)原位置試験 

表 2.3.2 原位置試験使用資材一覧表 

使用区分 名   称 形    式 性 能 等 数量

ﾚｲﾓﾝﾄﾞｻﾝﾌﾟﾗｰ JIS A 1219による。 ５ 

ハンマ(ﾓﾝｹﾝ) JIS A 1219による。 質量63.5kg ５ 

標準貫入試験 

ﾉｯｷﾝｸﾞﾍｯﾄﾞ JIS A 1219による。 ５ 

 
(3)サンプリング 

表 2.3.3 サンプリング使用機材 

使用区分 名   称 形  式・性 能 等 数量

シンウォール 

サンプラー 

JGS1221-2003「固定ピストン式シンウォール

サンプラーによる土試料の採取方法」による 
５ 

デニソン 

サンプラー 

JGS1222-2003「ロータリー式二重管サンプラ

ーによる土試料の採取方法」による 
５ 

トリプル 

サンプラー 

JGS1223-2003「ロータリー式三重管サンプラ

ーによる土試料の採取方法」による 
５ 

サンプリング 

ｻﾝﾌﾟﾘﾝｸﾞﾁｭｰﾌﾞ 

(ﾗｲﾅｰ) 

ステンレス製、塩ビ管製ライナー 
一式
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(4)検層 
表 2.3.4 検層使用機材一覧表 

区分  名  称 形 式 仕  様 数量

測定器 McSEIS-170 

SUSPENSION 

LOG 

MODEL-3331 

（OYO製） 

人カインピーダンス 600Ω 

利得      10,20,50,100,200,1K,2K 

ローカット     lK,20KHz 

バイカッド    lK,20KHz 

A/D コンバータ  12Bit(土 5V,FS) 

サンプリングレンジ 2,5,10,20,50,100,200 

スタック機能    1-9 回    μsec 

チャージパルス   0,4,0.8,1.6 

深度カウンター   0～999.9m 

ディスプレイ    5.5 インチ CRT(橙色) 

フロッピーディスク 3.5 インチ 

成分数      6ch 

インターフェイス  GP-IB,RS-232C 

トリガディレイ    1～99msec 

プロッター      感熱式 7 ドット/㎜ 

１ 

ヘッド 

レジューサ

ー 

MODEL-3302R 

（OYO製） 

水平動、上下動成分(各 2 成分)の切替機能

付き 

信号出力、トランス出力 1kΩ 

内蔵電池   UM-3×8 個(±6V) 

重   量      4.6kg 

１ 

受振器 MODEL-3385 

（OYO製） 

プリアンプ数     4 

利得  約 500 倍 

周波数特性      200～5KHz 

受振素子       電磁型 4 個 

固有周波数      28Hz 

コイル抵抗      570Ω 

感度(受振素子)    0.1V/Kine 

電  源          土 6V 

消費電流       10mA(M 舳) 

重  量          9.2 ㎏ 

寸  法    φ54X1000 ㎜/φ54×2000 ㎜  

１ 

フィルター 

チューブ 

MODEL-3385 

-3387A 

（OYO製） 

寸  法    φ54X1000 ㎜/φ54×2000 ㎜ 

重量 4.2kg/6.0 ㎏ 

( MODEL-3387 / MODEL-3387A) 
１ 

PS起源 MODEL-3382A 

（OYO製） 

形  式 ソレノイドコイル型打撃板衝突式

重   量     2.5 ㎏ １ 

ドライバー MODEL-3386 

（OYO製） 

低圧電源      ＋4.5～6.5v 

消費電流      5mA 以下 

充電コンデンサ     400μF 

入力トリガパルス    TTL レベル 

トリガ遅延時間    約 4msec 

重   量     5Kg 

１ 

プローブ 

ウェイト  内蔵電池      UM-3×4 本(＋6V) 

重   量      4.6 ㎏ 
１ 

ケーブル MODEL-3612 

（OYO製） 

型式  4 芯アーマードケー

ブル 

外  径      φ4.67 ㎜ 

空中重量      85 ㎏/㎞ 

破断強度      1260 ㎏ 

直流抵抗      84.3Ω/㎞ 

電気容量       180Pf/m 

１ 

Ｐ 

Ｓ 

検 

層 

ウィンチ 

ケーブル 

ヘッド 

MODEL-3385 

（OYO製） 

型式  4 芯ゲアパルトオーエン型 

外  径      φ26 ㎜ 

耐水圧    200kg/c ㎡ 

使用ケーブル    4 芯アーマードケーブル  

１ 
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(5)運搬・移動用 

表 2.3.5 運搬・移動用資材一覧表 

名   称 形  式・性 能 等 数 量 

NK40，全長1.50m，全幅0.60m，全高0.99m ２台 不整地運搬車 

（クローラ式） BFC613，全長2.45m，全幅1.15m，全高1.25m １台 

その他 2.5～2tfトラック，ライトバン 一式 

 

(6)仮設構造物用 

表 2.3.6 仮設足場資材一覧表 

名   称 形  式・性 能 等 数 量

鋼製パイプ φ48.6mm，長さ1m～5.5m（JISA8951） 一式 

木製～鋼製矢板 厚さ3cm，長さ2m～5m 一式 

その他 クランプ（自在・直角），バンセン等 一式 

 

 

2.3.4 室内土質試験 

土質試験は、土の物理特性、力学特性、動的特性などの土質工学的性質を把握するために

おこなった。 

土質試験は、サンプリングで得られた土の乱れの少ない試料および標準貫入試験で採取し

た乱した試料を用いておこなった。 

今回実施した室内土質試験の基準を表 2.3.7 に示す。 

 

表 2.3.7 室内土質試験基準 

試 験 項 目 試 験 基 準 

土粒子の密度試験 JIS A 1202 

土の含水比試験 JIS A 1203 

土の粒度試験（ふるい分析） JIS A 1204 

土の粒度試験（ふるい＋沈降分析） JIS A  1204 

土の液性限界・塑性限界試験 JIS A 1205 

砂の最小密度・最大密度試験 JIS A 1224 

土の湿潤密度試験 JIS A 1225 

土の一軸圧縮試験 JIS A 1216 

土の段階載荷による圧密試験 JIS A 1217 

土の繰返し非排水三軸試験 JGS 0541 

土の変形特性を求めるための中空円筒供試体

による繰返しねじりせん断試験 
JGS 0543 

JGS は地盤工学会基準    
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